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第 1章緒 言
妊娠時の新陳代謝の変化については，種々の方向
から検討が加えられているが，ビタミン代謝花関し
ては現在まだまだ充分な検討がなされているとはい
えない。
勿論，妊娠時比ビタミ lン要求量が高まることは臨
床的な諸経験から類推し得る乙とであって，既IC，
諸外国，及び，我が国の栄養基準においてもとの経
験をとりいれて，妊婦に対するビタミン所要量を提
案している。
私は，本実験においてとくに妊婦に不足し易いと
いわれるビタミン B1について検討してみた。妊婦
は，非妊婦に比して数倍多くのビタミン B1を必要
とする事は，古くから云われており，川崎ωは，正
常人 1日ビタミン B1の摂取量は 0.5，._.2.0 mgを必
要とすると述べた。 Walter-Spritzer(2)は，妊婦は 1
日7....Smg必要と述べ， Guggisberg(3)は，動物実 
験から妊娠時は平常の 5倍量を必要とすると述べ
Tこ。叉 Evansand Burrωも， 5倍量を要する ことl
を述べている。 
従って，妊婦はビタミン B 1欠乏状態に陥り易い
，。~と考えねばならな
ビタミン B1は妊婦の栄養，胎児の発育上重要な
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関係を有し，妊婦の B1欠乏は，母体の衰弱のみで
なく，妊娠中毒症ωのー誘発原因となると考えられ
ており，叉，流産の原因となるとも云われる。
妊娠の際は，其の体内諸組織で匝んな物質代謝作
用が行われ，ビタミン B 1は， ζの代謝作用に重要
な役割を演じている。即ち，摂取された食物中の含
水炭素は，其の体内で酸化分解されてエネ)V，ギーを
供給し，炭酸ガスと， 71"乙代謝されるのであるが，
若し，乙の酸化作用が順調に行われない時は，種々
中間生成物，例へば，乳酸の様なものが多く生産さ
れ，体内lと集積されて有害作用を惹起することは周
知のことである。乙の様な関係は含水炭素ばかりで
なく，其の他の栄養素に関しでも同様である。
乙のように，ビタミン B1の生体内lζおける意義
は非常民大なるものがあり，とくに，これらの代謝
が高まっている妊婦に対する影響は重大であるべき
である。
ζのビタミン B1の代謝状況を知るには，血中，
並びに，尿中ビタミン B1値の測定法による。 
本実験において，私は，先ず各月別正常妊婦血中
B1尿中値を測定し，次いでp 異常妊娠，即ち，習慣
性流産患者，前期妊娠中毒症たる妊娠悪阻患者，叉
後期妊娠中毒症患者についても B1値を測定し，そ
の関係を究明したので其の大様をのべる。
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第 2章実験材料及び実験方法
検査材料として選定した妊婦は，昭和 33年 8月
以降，千葉県夷隅郡国吉病院産婦人科における外
来，及び，入院の妊婦である。 
その選定にあたっては，先ず正常の妊娠経過を辿
るものK限定し，対照、としての成熟非妊娠婦人とし
ては， ビタミン B1剤を投与されていない健康な 20
名の国吉病院勤務看護婦，並びlζ，職員家族につい
て検査を行った。
叉，異常経過を辿る習慣性流産患者，妊娠悪阻患
者，後期妊娠中毒症患者についての検査を施行した。
血中 B1測定にあたっては，午前9時に採血し，1 
日尿中 B1測定法の場合は，午前 10時よりの 24時
間尿，負荷試験としては，午前 10時排尿させた後，
直ちに B1 10mg (武田強力メタボリン)皮下注射，
負荷3時間後の尿中島量を測定した。
その測定法は藤田氏(6)にならいパームチット，チ
オクローム蛍光法を用いた。
即ち， (a) 浸 出 
(b) パームチット吸脱着 
(c) 酸化 
(d) 比蛍光
の4段階を経てビタミン B1値を測定したのである。 
実験材料として選定した夷隅郡の世帯人員 218名
についての摂取食餌量を調査した結果は，
熱 量 2216 ca1. 
蛋白質 68g 
脂 肪 17g 
含水炭素 448g 
Ca 337mg 
P 1，944mg 
Fe 17mg 
Vit A U. 1.1875 
H B1 1.26mg 
1 B2 0.67mg 
1 C 77mg 
於勝浦保健所(昭和 33年 4月)
以上であった。
又，対照非妊婦として選定した国吉病院の摂取食
餌量を調査した結果は，
1.2457 ca熱量 
蛋白質 86;88g 
脂肪 49g 
Ca 572mg 
Fe 21.61 mg 
Vit A 50671. U. 
1 B1 1.21 mg 
1 C 131 mg 
於国吉病院(昭和33年 10月， 98名〉
以上であった。
第 3章実験成績
第 1節妊婦各月別血中ビタミン B1値
日本女子の血中 B1量は上野(7)8.8--12.6 rjld，三
井ω5--16 rjdl平均 7.99 rjdl，飯島(9) 8.2士 0.22 
rjdl，西尾，永田(10) 8.1 rjdlと報告され，ビタミ
ンB研究委員会では平均 10.0 rjdl最低 6.0 rjdlと
している。
又， G. Gaehtgens(11)は，妊婦は健康婦人に比し
て平均値はや〉低いとし，明石・田畑(12)は，妊娠
月数による消長は，初期比低く末期lζ幾分増加する
も，なお，非妊婦に比すれば低いとし，西尾・永田
は，妊娠2カ月から 6カ月では，妊娠8カ月より 10
カ月，及び，非妊婦に比して血中ビタミン B1値は低
{直を示し，とくに，2--3カ月では， 5-6・7カ月に比
して統計学上有意の差を示したと述べている。
私は，妊娠2カ月より 10カ月に及ぶ妊婦 107名
κっき血中ビタミン B1値を測定した結果は第1表
並びに第 1図のようであった。
即ち，妊娠2カ月 15例の平均値は 4.2 rjdl，(r1 
dlは以下rと略する) 3カ月 10例では 5.2 r，4カ
月 10例では 5.4r，5カ月 12例では 5.6r，6カ月 10
例では 5.8 r，7カ月 10例では 6.0 r，8カ月 10例で
は6.3r，9カ月 15例では 6.9r，10カ月 15例では 
7.1 rとなり，非妊婦人20例の平均値は 8.1 rであ
る。
即ち，妊婦の血中 B1値は非妊婦に比して低下し
ており，特K.，妊娠初期において低下が著しし妊
娠月数の増加と共に，漸次値は増加し，妊娠 10カ
月において最高の値を示した。
然し，最高値を示した 10カ月の値も非妊健康婦
人と比較すればなお低値である。
第2節妊婦各月別 1日尿中ビタミン B1排池量 
1尿中 B1排世量としては，正常人においては 
Gaehtgensは 100--200 r，明石・田畑は 193 r，飯
島は 187 rの報告がある。
叉，妊婦1日尿中 B1排j世量について Gaehtgens
は 170 rと述べ，、明石・田畑は妊娠7カ月が 170.5 r 
で最高位を示し， 9カ月では 132.1r最低値であっ
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第 l表 妊娠月別血中 B 1値
同 16-JJj !7-JJ318-JJ3 19-JJ3 110ヵ月みそ~瓦ι片付13 -JJ~r4 -JJ Jj-l
8，2 5.1 5.41 
8.6 4.5 6.32 
5.49.0 3.63 
7.6 4.2 4.84. 
4.28.0 3.65 
4.58.3 5.06 
4.07 8.3 5.6 
7.67.6 3.88 
5.28.0 4.19 
5.09.0 4.010 
7.8 3.811 
8.1 4.112 
6.2 4.213 
3.69.014 
7.2 4.015 
10.816 
9.017 
6.418 
7.219 
9.020 
5.2 5.6 5.9 
5.4 5.8 6.0 
7.8 5.6 6.2 
4.2 6.2 6.2 
4.8 6.2 4.8 
4.2 5.45.4 
5.0 5.04.4 
6.0 5.0 5.8 
6.2 4.4 5.9 
5.4 7.6 7.2 
5.8 
5.8 
7.4 6.7 7.3 6.0 
6.0 6.4 7.3 6.6 
6.1 6.6 8.2 7.2 
5.2 6.6 6.4 7.0 
5.6 5.2 6.4 8.2 
4.8 5.8 7.26.0 
6.4 7.45.4 6.8 
6.86.4 6.2 6.6 
6.2 7.66.2 7.2 
8;0 6.26.5 8.0 
6.66.8 
6.87.0 
8.46.4 
5.9 7.4 
8.37.2 
平均値j8.1j-4.2 I5.2 I5.4 I5.6 I5.8 16.0 I6.3 16.9 I7.1 
第 1図 妊娠月別血中 B 1値一一一一 141 r，10カ月 10例では 138 rであった。
習慣性流産患者血中1?1値一一一 対照としての非妊娠健康婦人 20例の平均値は
妊娠悪阻患者血中 B 1値一一一一 182.2 rであった。
望E 即ち，妊娠 2，3カ月の 1日尿中排 i世のビタミン
9 
也 Bl量は，非妊婦に比して明らかに低く，妊娠月数の
、 戸_./経過と共K，漸次増加して 7カ月に最高値を示し， 
千血中島量ORuaq
........::与』唱・ーー-~
¥、¥一- 一_'一一ー一一	 8カ月以降は叉柏、々低値を示している。
・ー・『・ー.".."..	 然も，最高値を示した 7カ月においても対照たる
一_'	 非妊婦と比較すればなお低値である。
第 3節妊錦各月別ビタミン Bl賃荷原中排j世量
ビタミン B
1負荷試験について，宗像(13うは，健康
AU 
n同
ると報じている。飯島も妊娠 7カ月が最高値の 172 を測定し，全例 16.0%以上であったから乙の値を正 
rのを示していると報じている。 常排世の限界とした。同様の方法で飯島(14)は 16.5
私は，妊婦2カ月から 10カ月迄の妊婦 84名につ %以上を排i世したと報告している。叉，飯島によれ
き1日尿中ビタミン B1排世量を測定し，第2表並 ば 1mgB1剤を皮注し 3時間後に排世する尿中島
びに第 2図め結果を得た。 量を測定し，妊娠7カ月が最高値の 121 rのを示し
即ち，妊娠2カ月 10例の平均値は 124 r，3カ月 対照は 131 rという値を報告している。叉，新屋に
10例では 132 r，4カ月 10例では 140 r，5カ月 6 よれば負荷試験後の尿中排世量 (B1 5 mgを静注し 
例では 152 r，6カ月 8例では 155 r，7カ月 10例 1時間内lζ排世する尿中 B 1量〉は 605r--908 r平
では 167r，8カ月 10例では 159r，9カ月 10例で 均 830rで，注射 B 1量の 16.6%に相当すると報告
非妊
4 5 6 9 10 
紅旗月数 
婦人民 B 15mgを静注し， 1時間内排世尿中 Bl量
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第2表 妊娠月別 1日尿中 B1排世量
j7;lJ)j 1旬月 )9カ月 110;lJ)jみ空手|非妊 12;lJ)j 13カ月 lω j5;lJ)j j山 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
180 
185 
175 
189 
183 
178 
180 
191 
176 
180 
181 
186 
176 
181 
177 
192 
181 
179 
184 
190 
119 
128 
110 
130 
119 
127 
110 
146 
会 131 
120 
131 
140 
138 
143 
129 
119 
137 
142 
120 
121 
115 
151 
146 
138 
142 
140 
135 
127 
146 
160 
134 
154 
152 
171 
163 
144 
150 
146 
152 
164 
160 
152 
148 
168 
174 147 
168 165 
170 153 
158 169 
181 161 
165 149 
170 169 
169 152 
164 158 
151 167 
152 132 
116 141 
139 139 
143 143 
147 130 
141 140 
136 137 
128 143 
145 131 
163 144 
I IωI153132 
第2図妊娠月別 1日尿中B1排 j世量一一ー
習慣性流産患者 1日尿中 B1排世量一一 
2∞ 
190 

180 

170 
B，I60 
告 150
有
量140 
130 

120 、-"，-~ 
..，...' 

110 

100 

V AU 
平均値 1182.21 凶 
非妊月 
1 155 )即 j159 I I凶 138 
8カ月 5OIJ 108.4r，9カ月 6例 103.0r，10カ月 10
例 121 rであった。
非妊対照婦人 10例の平均値は 134.8 rであった。
即ち，妊婦各月別ビタミン Bl負荷尿中排世量も
やはり 1日尿中島排世量の場合と同様の推移を示
し，非妊婦のそれ托比して各月とも低値を示し，と
くrc.，妊婦初期においてその値は低く，妊婦月数の
進をにつれて漸次上昇し，妊娠7カ月で最高値をと
ったが，なお，非妊婦のそれよりも低値にあった。
乙れは小JI(15)の報告と同様であり， fAの成績Kお
z 4 5 6 9 10 いても妊婦の 1日尿中 Bl排世量と，負荷試験 Bl尿娃観月舷 
している。
私は B 1 10mgを皮下注射し， 3時間後K排世す
る尿中 B 1量を測定した。
妊娠2カ月より 1ヵ月K及ぶ妊婦 65名につき，
叉，対照非妊婦人 10名についての負荷試験後の尿
中排世量の結果は，第3表のようであった(第3
図)。
即ち，妊婦2カ月の 8例の平均値は 80.2 r，3カ 
月8例は 83.7 r，4カ月 6例 101.3 r，5カ月 6例
110.5 r，6カ月 6例 113.3r，7カ月 10例 123.5r， 
中排世量とは，略，一平行す傾向がみられるのたであ
る。
第4節習慣性涜産患者の血中ビタミン B1値時
びに 1日尿中排j世量
妊婦のビタミン B1不足は，流早産の原因となる 
ζとは，新屋，中島，山本(10)ちによって云われてい
るが，私は，偶々当夷隅郡においては原因不明の流
産患者が非常に多いので，毎回 2，3，4カ月の同時
期に少くとも 3回以上の流産を起した，所謂，習慣
性流産患、者 30名Kっき，血中 B1値，1日尿中 B1排 
世量につき検討してみた。
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第3表 姫掘月別 B1負荷尿中排世量
み二戸|非姫 127;7)1¥37;7)1 1吋 157;7)1 167;7)1177;7)1 187;7)1両司 107;)1 
1 132 68 78 96! 108 112 118 98 96 116 
2 142 82 84 112 1 114 116 126 106 114 124 
3 140 76 82 1101 98 102 110 112 112 110 
4 145 84 86 86 121 124 128 120 88 120 
1 
5 131 92 94 116 118 119 106 100 118 
6 140 82 84 1061 106 108 124 108 122 
7 144 78 80 110 108 
8 122 80 82 138 134 
9 124 120 121 
10 128 142 138 
平均値 |ωl叫お71 10判 1州 1叫 123.51 1叫 1州山 
第3図姫娠月別 B 1負荷尿中排世量 
140 
130 
B.j20 
合
肴 110

量
 
100 
90 
80 
1.1 0 4 5 6 8・9 10 
妊麗月量生
即ち，血中ビタミン B1測定にあたっては，問婦2
カ月習慣性流産患者 10名についての平均値は 5.37， 
3カ月 10名は 5.57，4カ月 10名は 5.27であ口た
(第4表，第 1図〉。
叉1日尿中 B 1排世量測定については，妊娠:2カ
月習慣性流産患者 10名についての平均値は町 57， 
3カ月 10名は 120.07，4カ月 10名は 122.17であ
った(第5表，第2図)0
即ち，習慣性流産婦人の妊娠2---4カ月における
血中 B1 量は，正常妊婦人 2~4 カ月のそれと比較す
るときは，前者は平均それぞれ 5.37，5.5 7，5'12 7， 
であるに対して，後者はそれぞれ 4.27，52T45.4 
Tであるから両者の聞に殆んどみるべき差異がな 
、。L
然るに， 1日尿中 B1排世量においては，習慣性流
産婦人妊娠 2~4 カ月の値は，それぞれ， 117.q7， 
120.0 r，122.1 r!L対して，正常妊婦のそれは， 1それ
ぞれ， 124 7，132 r，140 r，と明らかに高い債を示
している。かくして，習慣性流産婦人はその将娠中
において血中 B1値は正常妊婦のそれと大差な C1
日尿中 B 1排世量は明らかに低い値を示しているこ
第 4表習慣性流産患者血中 B 1値
可読了1ヂI2カ月 I3カ¥月 I4カ月 
1 
2 
3 
'4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
5.0 5.6 5.6 
5.0 6.2 6.2 
7.4 6.2 5.6 
4.2 5.2 4.8 
4.8 4.4 4.2 
4.4 4.8 4.6 
5.0 4.2 4.2 
5.6 7.6 7.0 
6.4 5.6 4.8 
5.8 5.4 5.0 
平均値| 5.3 5.5 5.2 
第 5表習慣性流産患者 1日尿中排世量
夜明 2カ月 I3カ月 I4カ月 
1221201 119 
124 1311262 
128122 1183 
126 1061064 
122 1121105 
110 1241206 
128124 1087 
124 1188 108 
128 1261249 
120 126 
平均値 I117.5 I削 J 122.1 
11610 
とを知った。
第 5節妊娠悪限患者の血中 B 1値
生理的なつわりと，病的な妊娠悪阻とは，その限
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界が明瞭なものではないが，私は，本実験において
は食慾減退と悪心が著明で，屡々幅吐を伴うものを
妊娠悪阻として取り扱う ζ とにした。悪阻症状と，
血中ビタミン Bl値については大粟(17)の妊娠性幅吐
と血中 Bl値についての報告並びに飯島の悪阻症状
と妊婦血中 B 1値の報告があるが，悪阻の治療とし
てビタミン Blを使用した報告は数多い。即ち，橋
本(18)，前原〈19〉，安並(20)は， B1は妊娠悪阻に有効と
のべ，A. C.Siddall(20は B 1の適当量の持続投与は
幅吐，悪心の予防治療に効果ありと報じ，他!eBl'
Cの併用が効果ありと唱える学者もある。
私は，妊娠2カ月， 3カ月， 4カ月で悪阻症状とし
て食慾減退，悪心， n匝吐のみられた患者 31名κっ
きその血中ビタミン B 1値を測定じ，第6表並びに
第 1図のような結果を得た。
第 6表妊娠悪阻患者血中島値
~月数1') -h BIQ -h RI
---------ノ J凱 II /V I3U カ月IJ l例数~ベ 2カ月JJ I4カ月L.I /-.J 
1 3.8 4.0 4.2 
2 3.0 3.2 3.2 
3 2.8 3.6 3.8 
4 3.2 2.8 5.0 
5 4.0 3.2 5.2 
6 4.2 5.1 4.6 
7 2.6 2.6 
8 3.0 3.0 
9 5.2 4.0 
10 2.6 3.6 
11 4.2 
12 3.6 
13 3.8 
14 4.8 
15 5.1 
平均値| 3.7 3.5 4.0 
即ち，妊娠2カ月の悪阻患者 15例の血中ビタミ
ンB 1値の平均は 3.7r，妊娠3カ月 10例は 3.5r， 
妊娠4カ月 6例は 4.0rを示した。 一
乙れ等の値は，前述した正常妊娠月別の血中 B 1
値の平均値たる妊娠2カ月 4.2r，3カ月 5.2r，4ヵ
月5.4r，よりも明らかに低くその最低値と比較して
もなお下廻る値を示した。
叉，悪阻症状の軽重と血中 Bl値比関しては症状
の重い程血中島値が減少している傾向を示した。
第 6節後期妊娠中毒症患者の臨床症状と母体
血中ビタミン Bl値並びに 1日尿中 Bl
排j世量
正常妊婦は，非妊婦と比較して，数倍も多くのピ
タミン B 1を必要とすることは，多くの文献の報告
していると乙ろであり，私の実験においても前述し
?ことほりである。
乙れに対して，異常妊娠としての後期妊娠中毒症
ではどうであるか，即ち，患者血中 B 1値と 1日尿
中排世量は，非妊婦，及び，正常妊婦に比していか 
なる値を示し，且つ，臨床症状といかなる関係にあ
るか。 ζれ等の点について実験研究したので， ζ 〉
にその大要をのべる。
従来の文献をみると佐々・近藤・安並(22)は，子澗
の原因としてビタミン Bl欠乏を考え，徳永(23)は中
毒症 12例において B 1負荷試験を行い，Blの投与を
子腐の補助療法として推賞し， A. C. Siddallは，
妊娠時における B1欠乏は脳下垂体の機能過剰をき
たし，中毒症の諸徴候，即ち，含水炭素の新陳代謝
障碍，浮腫，高血圧，悪心，幅吐，等の原因となる
とし，後期中毒症に対する B1の効果を唱えているの
叉，Walter Spritzerは， Blと副腎皮質ホルモンの
併用が効果ありと報じ，安並も妊娠腎，子捕前駆
症，子痛に対して有効としている。
そ乙で，私は入院したもの，並びに，往診した後
期妊娠中毒症患者 15名に対し，血中 Bl値，並びに， 
1日尿中排世量，及び， 血圧， 蛋白尿， 浮腫， 血
液，体重，その他の臨床症状を調査した結果を第7
表lζ示す。
其の結果は，後期妊娠中毒症患者の血中 Bl値は
健康非妊婦，妊婦に比して低値を示し，而もその値
は，臨床的病状の軽重の度とほ Y平行していること
を知った。
今，後期妊娠中毒症を Seitzの分類K従って，妊
娠浮腫，妊娠腎，子捕前症，子1聞の四つに分類して
みると，血中 B 1値は妊娠浮腫3例の平均 5.0r，妊
娠腎6例の平均 4.0r，子痢前症の 3例の平均 3.4r， 
子府3例の平均 3.0rであり， 乙の結果は中毒症の
症状の重篤なるもの程，その血中 Bl値が低下して
いるととを示している。
然るに， 1日尿中排世 Bdi直については，それぞれ
の平均は，妊娠浮腫3例の平均は 124r， 妊娠腎6
例の平均は 134r，子府前症3例の平均は 185 r，子
痛の 3例の平均は 210 r，であり，妊娠浮腫において
低く，子摘前症，子摘l乙おいては高い値を示し，必
玉JI:焼婦の血中ビタミン B1量並びに尿中ピタ
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第7表 妊娠中毒症患者における諸成績
血圧妊娠 血液
蛋白尿氏名 年令 体重
赤血球|白血球lHb%
Br血Ejdl 排1日r世i尿d量l中臨床診断 浮腫170 
Hg月数 
410万1 26 8 42.0 5800132/70 78 4.8十 110 
2 
大 O 妊娠浮腫 +十 
H7 50.6 9800 70 ，5.4138/62 380 130 
3 
十磯 O +。31 H24 8 55.6 52120/54 320 6700 5.0 142 
4 
田 十+ 
23 8010 130/84 1.2 57.4 405 5500 4.0 128 
5 
松 O 妊娠腎炎 +十 
120 10 1.2 63.4 6600 70118/60 375 4.2 124 
6 
今 0 +十 
F 852.4 52.3 5100 4.6 150 
7 
9 134/80 431小00 -1+。25 H27 7510 126/66 2.3 50.0 6700 145 
8 
370 4.2中 -1+ 
1 3.225 63.5 7500 528 146/102 272 3.6 116 
9 
十1十山 O 
130 50.0 110002.4 385 63 142 
10 
9 140/98 十 3.8島 O 
31 8 3.4 47.1 410 7200 84186/105 3.8 166 
11 
朽 O 子府前症 +十 
1 8 800019 168/94 61.0 480 9210 3.0 208長00 -1+ 
，、70 3.5，7000尾 O 9 H 192/114 +十 182 
13 23 9 52.0 435 6800 85 3.0子 府 
12 5.6 56.0 395 
JI 。23 '* 6.0 196200/160 14 133 7.2 48.0 258 720010 205/130 56 2.8 224 
15 
井 O 十時 
127 51.6 860010 228/142 18務。 302 3.2 21068黒 O +十 
中値 
ずしも症状の軽重とその値が平行的関係を示さず，
かえってその値は臨床症状の軽いものは低く，症状
の重いものほど高いという逆関係にあることを知つ
た。
第4章総括並びに者按
正常妊婦の血中ビタミン B1値は，第1表記て明
らかな様K，非妊健康婦人に比して一般に低く，特
lζ，妊娠初期比低値を示し，妊娠3カ月より漸次上
昇し，妊娠 10カ月に最高値を示した。然、し妊娠 10
カ月の最高値は 7.1 r!乙てその値も非妊婦の平均値
8.1 rK比較すれば下廻る値を示している。
妊娠各月別血中 B1値が各々異なり，而も，非妊
婦に比して低値を示すことの説明として，未だは定
説はないが，物質代謝に関与するビタミン B1の作
周について以下K二三の考察を述べてみる。
先ず糖質代謝においては生体組織において糖質が
分解し，.酸化されて中間代謝化合物として焦性葡萄
酸が生ずるが， ζの焦性葡萄酸が更に分解する場合
にビタミン B1が直接関与する。即ち，焦性葡萄酸
は，炭酸とアルデヒド酸l乙分解されるが(酸化的脱
の反応を触媒する酵素がカルボキシラーζ)，炭酸 
ゼであり， 乙のカノレボキシラーゼの助酵素(コカル
ボキシラーゼ)が B1のピロ燐酸エステル (thia-
mine pyrophosphut. T. P. P.)である。
叉，蛋白代謝についてみるとビタミン B1は，ア
ミノ酸代謝lζ重要な役割を演ずる。即ち，グルタミ
ン酸のアミノ基転移反応により，叉，グルタミン酸
の酸化的脱アミノ作用lとより αケトグルタル酸が生
ずるが， このαケトク、、ルタル酸の分解l乙際し，前述
の T.P.P.が触媒として作用する。
叉，脂質代謝については，生体内lζ脂質が不足す
る時は，糖質から脂肪酸を合成する作用が営まれる
が，乙の際糖質が分解し，焦性葡萄酸となり，焦性 
葡萄酸は，更に， T.P.P.の存在のもとに酸化的脱
炭酸を行うから，乙の際にもビタミン B 1は不可欠
となる。 
妊娠の際は其の体内諸組織で旺んな物質代謝作用
が行われ，前述した様l乙ピタミ・ン B1はこの代謝作
用lζ重要な役割を演じているのである。
叉，一方"~壬婦は形態的，機能的妊娠性変化によ
り，ホJレモン，及び，諸種のビタミン代謝に異常を
きたし，両者共に臨機応変にその作用を変じて正常
状態を維持しようとしている。子宮筋その他の肥大
に対して両者共に特別の要求をみたすべく，叉，他
方胎児は自己保有の物質を消費した後は，胎生期の
発育に要する栄養を全部母体より摂取する。特に，
ある種のビタミンは胎児自身乙れを合成するととが
出来ないのでその要求は大きい。次に妊娠前半期主
後半期における血中 B1の差異であるが，ビタミン 
Blは胎児の腸内合成が可能であるとされ，との合成
は妊娠の後半期，即ち， 7・8・9カ月頃l乙盛んであ
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ると考えられる。後半期lとおいて母体は胎児の成長 Tこすものを習慣性流産とし， ζの原因の主なるもの
面からみて多くのビタミンを必要とするにか〉わら として生殖器疾患(病的卵，子宮の寄型，発育不
ず，母体血中の B1値が減少しないのは，との事も 全)，一般疾患(腎炎，梅毒，糖尿病，心臓病，慢性
一因ではないかと考えられる。 中毒症)，叉，卵巣黄体ホルモン欠乏，甲状腺ホルモ
叉，ホルモン面からみても，卵胞ホルモンとピタ ンの不足，性ビタミンの不足等があげられるが，当
ミン B1とは密接な関係があり，妊娠前半期とくに 夷隅郡においてはこの習慣性流産患者が比較的多い 
2~3 カ月で卵胞ホルモンは最高値を示し，後半期に のに気づき，それらの患者 30名を選び，血中 B1値，
なるに従って漸次減少するのであるが， ζの卵胞ホ 及び，1日尿中 B1値を測定してみた。その結果は血
ルモンが v.Blの消費lζ対して大なる役割を演じる 中 Bl値は非妊婦に比較すれば，はるかに，低値を
といわれている。即ち，徳久(24)が述べた様に更年期 示し，正常妊娠の初期の値にほ Y一致した。
症状に脳下垂体前葉ホjレモン，及び，卵胞ホルモン ζれに反し， 1日尿中 B1値は，非妊婦よりはるか
を注射したととろ，かつて経験しなかった脚気症状 に低値を示し，正常妊婦に比しでも明らかに低く，
が現われたが，Blの多量注射により軽快した。しか 正常妊婦の最低値を下廻った。
し卵胞ホJレモンの注射により再び脚気症状がででき これは習慣性流産患者においては，ビタミン B1が
たという。乙の事実からみても多 
l
量の卵胞ホルモン 大量に消費されていることを推察せしめるものであ
の使用には多くのビタミン B1が必要と考えられる。 る。
拡の成績においては，卵胞ホJレモンの最盛期たる 前期中毒症たる妊娠悪阻患者についてはその 31
妊娠 2~3 カ月比は，血中 B 1 値は最低値を示してい 名につき血中島値を測定した結果は，正常妊婦に
る。 比し明らかに低値はあり，その最低値と比較しでも
叉，脳下垂前葉ホルモン，後葉ホルモンと B 1の 更にそれより低値を示した。
関係，副腎皮質ホJレモンとの関係等，各月妊婦血中 乙のように妊娠悪阻の時期に妊婦にビタミン B1 
B1値に関連ある因子として種々のものがあげられ が，特Ir，不足するという事実は， B1の投与がその
ているが，おそらくこれらの多くの因子が総合的に 妊娠悪阻の予防，治療に極めて有意義であることを
相寄り B11L作用していると考えるのが妥等と思う。 示していると考えられる。
叉， 1日尿中排世量は，妊娠2カ月より 10ヵ月の 後期妊娠中毒症患者での成績は第 7表の通りで，
妊婦 84名を藤田氏パームチツトチオクローム民法 15名の患者につき測定した結果，血中 B1値は対照 
Iとより測定した結果，妊娠2・3カ月は，妊娠後半期 の健康非妊婦は勿論，健康妊婦にくらべても，明ら
妊婦，及び，対照非妊婦人に比し，排世量は少し かに，低値で，而も，病状の軽重の度とほ Y平行
特l乙，妊娠2カ月妊婦の平均値は， 124 rKで最低 し，妊娠浮腫，妊娠腎，子痢前症，子摘の}I買に減少
値であった。この値は妊娠初期lζ低く 7カ月をピー した。これは先人の報告と一致している。乙れに反
クとし，末期には再び低値をとる推移を示した。而 し， 1日尿中島排世量は比較的軽症の妊娠浮腫，妊
も最高値を示した 7カ月ですら対照値を下廻る数値 娠腎では低値を示しながら，重症の子痢前症，子滴
を示した。 においてはかえって高値を示している。これは重症
叉，負荷尿中排世量においても，妊娠2カ月より の中毒症では摂取吸収された B1が全部利用されず 
10カ月の妊婦65名につき， B1値を測定した結果 忙，直ちに，排世されるためと思われる。乙れにつ
は，小川や飯島の報告と同様に，私の成績において いては新屋は体内で主として附燐作用が行われると
も，1日尿中排世量とほ Y平行する傾向がみられた。 されている肝臓，腎臓に中毒症の時には種々の病変
即ち，尿中ビタミン B1値は血中ビタミン B1値と がおこっているので，附燐作用が円滑 K行われず
同様K，妊娠初期比低くその推移の経過は，血中島 町が完全には利用されずに排世するものと述べて
値とほ Y平行する傾向を示した。 いる。 
ζれらの結果は妊娠がとくに妊娠の初期におい 乙れらの成績から，私も同様に， B1欠乏は中毒性
て，如何に大量のビタミン B1を消費しているかを 病変を誘発，促進することは明らかであるが，中毒
推察せしむるものである。 症が重症になれば B1の利用率はかえって減少し，
叉，異常妊娠たる習慣性流産患者については，少 排池・量は増加し，益々 B1欠乏に陥り，中毒症はい
くとも 3固にわたり，同時期における妊娠中絶をき よいよ悪化すると考えたい。
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乙れを逆lζ考えれば，中毒症にて血中島値が低 
いのに反し，尿中排世量が高値を示す時は，中毒症
は重症であると推測できるのでなかろうか。
従って，重症中毒症の治療には B1をそのま〉の
形で用うるのは意味が少く ，Cacarboxylaseの形
で使用されるべきであると思う。
以上の成績から，いずれにしても妊婦はビタミン 
B 1欠乏状態にあり，乙の時期においての B 1剤の積
極的補給は妊婦の栄養，及び，病的妊婦の治療上大
なる役割を果すものと思われ，殊lと，流産患者，悪
阻，中毒症患者Kてはそれが強く要求されるものと
考える。
第 5章結 量呈鰐口
千葉県夷隅郡国吉病院産婦人科外来，及び，入院
の妊娠2カ月より 10カ月比及ぶ正常妊婦 107名の
月別血中 B1値と正常妊婦 87名の月別 1日尿中 B1
値並びに，病院看護婦と職員家族 20名を対照とす
る非妊成熟健康婦人の血中 B1値，1日尿中 B1値，
及び，妊娠2カ月より 10カ月比及ぶ正常妊婦 65名
の B 1負荷尿中排世量，並びl乙 10名の対照非妊娠
健康婦人の負荷尿中 B 1値，以上正常妊娠婦人につ
いての B1'値の測定を行い，異常妊娠としての習慣
性流産患者 30名についての血中，及び， 1日尿中 B 1 
値，又，妊娠悪阻患者 31名につき血中 B!，値，並び 
に後期妊娠中毒症患者 15名についての血中 B1値， 
1日尿中 B1値叉臨床症状との関係を調べつぎの様
な結果を得た。 
( 1 ) 正常妊婦の血中ビタミン B1値は，非妊婦
人のそれより低く，且つ妊娠月数を追うて漸次上昇
し， 10カ月が最高のピークを示した。 
(2) 正常妊婦の 1日尿中 B 
1値は妊娠初期に低 
く， 7カ月をピークとし，末期には再び低値をとる 
推移を示した。ピーク 7カ月の値ですら対照値たる 
非妊娠婦人の値を下廻り，叉，初期と末期では妊娠 
初期の方がより低い値を示した。 
(3) 正常妊婦の B
1負荷試験 (B1 10mg)にお 
いても 1日尿中 B 
1排世量と同様の推移を示した。 
(4) 習慣性流産患者においては血中 B 1値はだ 
いたい妊娠初期の値と一致し，; 1日尿中排世量にお =~. 
いては正常妊婦の最低値を更に下廻る値を不した。 
(5) 妊娠悪阻患者においては，その血中 B 1値 
は明らかに低く，正常妊婦の血中 B1値の最低値を
下廻る数値を示した。 
(6) 後期妊娠中毒症患者の血中 B 1値，1日尿中 
Bl値は非妊婦，正常妊婦K比して有意の低値を示
し，後期妊娠中毒症患者はビタミン B1欠乏状態に
ある。叉，血圧，蛋白尿，浮腫，体重，貧血等臨床
症状の重い程血中 B 1値は減少を示した。これに反
し1日尿中排世重は臨床症状とは逆に症状の重いも
の程増加する傾向を示した。
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導を賜
わりました思師御園生教授に対し，深甚なる謝
意を表します。
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